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【参考７】 

医薬品に係る排出量 

 

医薬品として使用される対象化学物質には、ホルムアルデヒド、グルタルアルデヒド等多数あるが、推計に

必要なデータが現時点で把握できるのは、医療業で使用されるホルムアルデヒド並びに病院及び滅菌代行

業で使用されるエチレンオキシドであり、これらについて推計を行う。病院や滅菌代行業（病院から委託を受

け、医療器具等の滅菌を行うサービス業）は非対象業種であり、医薬品の使用に伴う対象化学物質の排出

は届出外排出量に該当する。 

なお、エチレンオキシドについては、対象業種である高等教育機関に該当する大学病院からの届出排出

量を重複分として、推計結果から差し引くこととする。 

 

Ⅰ エチレンオキシド 

１． 届出外排出量として考えられる排出 
殺菌ガス懇話会によると、医療業である病院や滅菌代行業（以下「病院等」という。）で医療機器等の

滅菌・消毒用として使用されているガス（いわゆる「滅菌ガス」）では、エチレンオキシド（物質番号：42）は、

炭酸ガスで平均 20%程度に希釈された高圧ガスの形態で使用されており、その一部が大気へ排出され

ている。 

 

２． 推計方法 
図 1 に示すボンベ形状別の需要割合及び使用量の比率（表 1）等より、病院等における排出量を推計

する。規模別の使用量は医療業従事者数に比例し、「病院向け小型ボンベ」の使用量は「病院」と「滅菌

代行業（院内）」（滅菌代行業が病院の機材を使用して滅菌消毒する）の場合に相当すると仮定し、表１

に示す 3 つの需要分野の使用量を算出する。また、病院における大気への排出率を 95%（平成 13 年度

及び平成 15 年度に地方自治体が実施した調査による）、滅菌代行業の施設における排出率を 60%（日

本滅菌業協議会の調査）とする。さらに、病院の排出量については患者（外来及び在院）数等に比例す

ると仮定し、滅菌代行業については滅菌代行業施設数により都道府県別の届出外排出量が推計され

る。 
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資料：ガスメディキーナ 2008（ガスレビュー） 

図 1 エチレンオキシドのボンベ形状別の需要割合 

 

 

 

表 1 病院規模別の使用量の比率 

病床数 

使用量の比率 

病院 
滅菌代行

業（院内）

滅菌代行

業（院外）

20～49 93.7% 6.3% 7.5%

50～99 93.5% 6.5% 7.8%

100～299 91.1% 8.9% 10.6%

300～499 82.3% 17.7% 21.2%

500 以上 63.1% 36.9% 44.3%

合 計 89.9% 10.1% 12.0%
資料：平成 17 年医療施設調査・病院報告（厚生労働省,平成 19 年 5 月）等より算出 

注：本表は、病院と滅菌代行業（院内）の合計が 100%となる。 
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図 2 エチレンオキシドの排出量に係る推計フロー 

 

３． 推計結果 
エチレンオキシドに係る排出量推計結果を表 2 に示す。エチレンオキシドに係る排出量の合計は約

150t と推計される。 

 

表 2 エチレンオキシドに係る排出量推計結果（平成 19 年度；全国） 

対象化学物質 全国の届出外排出量（kg/年） 

物質
番号 

物質名 対象業種 非対象業種 家庭 移動体 合計 

42 エチレンオキシド 154,689   154,689

合    計   154,689   154,689
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Ⅱ ホルムアルデヒド 

１． 届出外排出量として考えられる排出 
病院等の医療業で滅菌薬剤として使用されるホルムアルデヒド（物質番号：310）は、ホルマリンとして

通常 37%水溶液の状態で使用されている。これらの使用に伴う排出はすべて届出外排出量である。本調

査では日本薬局方の医薬品に限定して推計を行った。 
 

２． 推計方法 
推計対象年度の全国出荷量が全量使用され、使用量は医療業の従事者数に比例するものとして、都

道府県別の使用量を推計する。地方自治体による平成 13 年度及び平成 15 年度のアンケート調査によ

れば、使用量に対し 28.1%が水域へ排出されているので、各都道府県における水域（公共用水域、下水

道）への排出率も同様と仮定する。ただし、ＰＲＴＲにおける届出外排出量に下水道へ移動する量は含ま

れないため、都道府県別の下水道普及率を考慮し、下水道への移動量を差し引くことにより、公共用水

域への排出量を算出する。 

 

ホルムアルデヒドの水域への
都道府県別の排出量（ｔ/年）

水域（公共用水域・下
水道）への排出率（%）

ホルムアルデヒドの医薬品とし
ての都道府県別使用量（ｔ/年）

ホルムアルデヒドの医薬品と
しての全国出荷量（ｔ/年）

ホルムアルデヒドの公共用水域への都
道府県別の届出外排出量（ｔ/年）

都道府県別の下
水道普及率(%)

都道府県別の医療
業従事者数（人）

 

 

図 3 ホルムアルデヒドに係る排出量の推計フロー 
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３． 推計結果 
ホルムアルデヒドに係る排出量推計結果を表 3 に示す。ホルムアルデヒドに係る排出量の合計は約

2.1t と推計される。 

 

廃棄物としての移

動（推計対象外）

72%

下水道
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20%
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26t/年

 
図 4 ホルムアルデヒドの全国出荷量（平成 19 年度） 

 

 

表 3 ホルムアルデヒドに係る排出量推計結果（平成 19 年度；全国） 

対象化学物質 全国の届出外排出量（kg/年） 

物質
番号 

物質名 対象業種 非対象業種 家庭 移動体 合計 

310 ホルムアルデヒド   2,148   2,148

合    計   2,148   2,148
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